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６月 22日（日）越谷市中央市民会館 
５階 第 4.5.6会議室 １３：００受付 13：30～16：30    

 会費（資料代）：会員 500 円 非会員 700 円 手話通訳：依頼中 

 後援：越谷市、春日部市 （依頼中）     

NO.88 25.5.18  
25.5.18発行 
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当日のプログラム 

13：00～14：10    NPO法人障害者の職場参加をすすめる会定期総会  

14：20～15：45    シンポジウム 「学校、職場、地域 ― 人の狭間で人として生きる」 
    柴田美恵子さん（くらしセンターべしみ通所者）、幡本建祐さん（会社員）、 

竹迫和子さん(障害児を普通学校へ全国連絡会世話人) 

コーディネーター：朝日雅也さん（埼玉県立大学名誉教授） 

15:55～16：30     ワークショップ 「もやもやが 入口のカギ？」 

Kara  

 

15：45～16：30    ワークショップ 「もやもやの向こうに道をたずねて」   

  NPO 法人障害者の職場参加をすすめる会は、２１世紀の初め、県内各地の「障害があってもなくても共に学び、共に

働き、共に暮らそう」という活動のつながりの中で生まれました。当時の土屋義彦埼玉県知事の「全障害児普通学級籍」

宣言（2003 年）も、時代を象徴していました。しかし、直後、国は 2007 年から特別支援教育を本格的実施し、2006 年

から障害者自立支援法を実施するなど、子ども時代から社会に出た後も、障害の状態や能力に応じて分けて支援する制度

を進め、自治体独自の共生施策が消えてゆきました。 

 そんな中、当会は 2015 年 5 月まで越谷市障害者就労支援センターを受託運営し、重度障害者も含めた職場参加、地域

参加を進めてきました。また、受託終了後 3 年間の準備を経て、2018 年から障害福祉サービス（せんげん台「世一緒」）

に参入し、障害程度、就労能力別に分けられた場から地域・職場に参加し、共に働き、共に生きる足がかりを作ってゆく

事例を重ねてきました。今年度、当会は越谷の本部事務所を閉め、せんげん台「世一緒」近くに事務所を移し、「職場参

加の B 型」が地域・職場にしっかりと根を張れるよう、共同作業を行います。 

 総会、シンポ、ワークショップを通じて、当会が大事にしている「人と人」の手ざわりを確認し合えればと存じます。 
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6.22 学校、職場、地域   
人の狭間で人として生きる 
ＮＰＯ法人障害者の職場参加をすすめる会

2025年度総会記念シンポ・ワークショップ 

      ご 案 内 

昨年度は総会の後、そして１２

月の共に働く街を創るつどいで、

二度にわたり出席者全員参加のワ

ークショップを行い、設立から２

０年余りの当法人組織とそれが担ってきた「職

場参加」の活動が直面する「危機」を切り口に、

いわば大棚卸を行いました。 

そして、明確な方針が出たというほどではあ

りませんが、就労継続 B型事業所せんげん台

「世一緒」での「職場参加」の取り組みと、地

域、職場からの当法人・せんげん台「世一緒」

への参加の試み、それらを後押しする自治体の

「職場参加」支援策の推進によって、「灯を受

け継」いでゆこうと考えています。そのために

越谷の世一緒も期限付でせんげん台に移転をと

いう流れになってきたところです。 

イメージを膨らませてみれば 
その中で、あらためて「なぜ職

場参加なのか」が問われてきます。

「雇用、就労ではなくとも職場参加

を」とは、「職業能力や準備性で分け

られることなく、誰もが人と人とし

て出会い、一緒に生きることから始めよう」と

いうことです。そうすると、超短時間就労と

か、援助付き就労といった可能性も探れるし、

「注文をまちがえる料理店」とか「超スローな

チケット売場」といった「お客様の職場参加」

ができるかもしれません。 

とはいえ、社会全体を見れば、非正規雇用

が増大し、社会的格差がさらに深

まっており、障害者雇用・就労も

その末端に位置づけられていま

す。そんな差別構造の下で、働く

ということは？ 

 

すったもんだしながら共に生きて 

シンポジストとしてご登場いただくのは、

小、中、高を通常学級で、発作や他の友達との

ずれやいじめを経験しながら共に育ち、卒業

後、地域の企業で働いたりクビになったりしな

がら共に働いてきた経験をもつ障害のある柴田

美恵子さん、幡本建祐さんと、障害児を普通学

校へ全国連絡会世話人で元特別支援学校教員の

竹迫和子さん。 

幡本さん、柴田さんは、地域の学校で学び、

高校生活も経験しながら、自分の障害とのつき

あいがわからず、孤立やいじめも経験しまし

た。卒業後の職場もなかなか続きませんでし

た。でも最終的には働き続けられる職場と出会

い、かっては鬼ばかりと見えた世間（地域）

が、顔と顔がつながる場になりました。すった

もんだもありながら共に生きて今があるお二

人。なお、進行役は、埼玉県立大学名誉教授の

朝日雅也さんにお願いしています。 

「すったもんだ」の狭間で会う」 
「すったもんだ」とは「擦った

り、揉んだり」ということです。

二人に限らず、その当時は埼玉全

体が急激な都市化で、みんながす 

ったもんだしながら街をつくって

きました。 

もしも障害とか病気とか特別な配慮が必要な

人が身近に入ってきた時、専門家ではないから

困る、まちがった対応をしたら取り返しがつか

ないという意識が広がったのは、この 20年ほ

どのこと。せっかく支援施策が整備されて来た

のに、人と人が分け隔てられることも増えてき

ました。 

せんげん台「世一緒」が利用している就労継

続支援 B型事業も、そんな支援施策の一つで

す。でもその中の超短時間の一般就労や日中活

動の併用の制度なども活かし、障害の重い人た

ちが障害のない人たちと職場で出会う機会を拡

げてきました。狭い道ですが、職場や地域の側

からの応答しだいで変わってゆく経験をいっぱ

いしてきました。人と人との小さな出会いが秘

める可能性を探り続けます。 

２ 

幡本さん 

 

竹迫さん 

朝日さん 

柴田さん 
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5 月 23 日（金）午後、生活クラブ生協越谷センタ

ーで「うんとこしょ 共同除草作業」が、生活クラ

ブ生協越谷ブロック地域協議会の主催の下、28 名

の参加により行われた。 

 生活クラブ生協越谷センターが敷地の雑草の除

草を、就労継続 B 型事業所せんげん台「世一緒」

に年 2 回委託し、作業当日は生活クラブ生協越谷

ブロック地域協議会に参加したり連携しているさ

まざまな団体がそれぞれ関係者に呼びかけたりし

て、共同作業として行うスタイル。 

 せんげん台「世一緒」が「施設外作業」という形

で生活クラブ越谷センターの職場に参加するとと

もに、越谷センターおよび越谷ブロック地域協議

会に属する生協の支部や各ワーカーズコレクティ

ブ、市民ネットワーク、そして連携して活動する

NPO法人障害者の職場参加をすすめる会やNPO法

人共に生きる街づく

りセンターかがし座

（わら細工）等が、せ

んげん台「世一緒」に

参加する。 

 ふだんは見えない

壁で分け隔てられて出会うことのない者同士が、

一緒にからだを動かし、自然に役割分担をして、

短いことばをかけあって動くひととき。アスファ

ルトに頑固に張り

付いていた草が共

同作業で片付いて

いく。 

 人と人を隔てて

いる仕切りが一瞬

はずれ、風が通る。 

 終了後、越谷センターの 2 階で、参加者全員の

自己紹介と感想を出し合い、越谷ブロック地域協

議会の年間計画を話し合い、解散した。 
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 本誌２ページに記した「超短時間の一般

就労」について、？？と思われた方も少な

くないと思います。ここで簡単に説明して

おきます。 

 日本の障害者雇用促進法は、企業の規模

に応じて、障害者を一定数雇うことを義務

付けています。その場合、週４０時間以上

働く障害者を１人とカウントし、週３０時

間未満２０時間以上を「短時間労働者」と

して０．５人とカウントします。 

 なお、重度障害者を雇った場合は、１人

を２人とダブルカウントします。 

 （さらに、最近ですが、重度障害者を週

１０時間以上、２０時間未満雇った場合、

０．５人とカウントすることになり、これ

を「特定短時間労働者」と呼ぶことになり

ました。） 

「超短時間」とは、このような法の枠に達

しない短時間の企業就労を指します。 

障害が重かったり、ずっとひきこもってき

たりした人達は、週１０時間どころか、ま

ずは１時間働くだけで疲れて、その週はそ

の疲れをとるので精一杯という人もいま

す。その週いっぱいかけて疲れを癒して、

翌週また１時間という働き方からでも、職

場に参加すること。その積み重ねの中で、

本人、家族、職場がほんの少しずつずれを

調整し、徐々に時間も増えて、職場にとっ

て欠かせない働き手となった経験は、そう

稀ではありません。 

 とはいえ、このプロセスは本人、家族、

職場にとってこれまでにない期待と不安を

迎えるときでもあります。せんげん台「世

一緒」の支援員の多くは、当法人が障害者

市就労支援センターを受託運営していた時

の職員が多く、こうした危機の支援も含め

て一定の経験を重ねてきました。 

 また、「超短時間就労」にとって、「離職

支援」も大切です。条件を変えて、再チャ

レンジすることで、問題をこじらせず、長

い目で見て、職場、地域がひらかれてゆく

ことをめざします。 

 最後に、暮らしの介助や住まい、年金、

生保等の情報を得る意味でも、人と人のつ

きあいが重要です。「超短時間就労」と

は、社会の中で共に生きることでもあるの

でした。 

 

2024年度会費、寄付ご納入ありがとうございました。(五十音順、敬称略) 

【正会員会費】会沢完、青木繁明、阿久津康仁、朝日雅也、有竹和子、内野かず子、大坂冨男、大田ちひ

ろ、沖山稚子、大塚眞盛、尾谷英一、川口裕之、黄川田仁志、木下恭子、佐藤邦弥、清水泉、高瀬勇、竹

内千春、竹迫和子、巽孝子、巽優子、田中利昌、谷崎恵子、辻浩司、辻彩子、友𡌛由紀恵、中山佐和子、

野村康晴、橋本克己、長谷川顕、幡本洋子、原和久、樋上秀、日吉孝子、平岩和好、正木敬徳、松田和子、

松山美幸、水谷淳子、水谷浩志、森田譲二、谷塚祥子、山川百合子、山﨑泰子、山﨑有子、山田裕子、吉

田久美子、吉原広子 

【賛助会員会費】浅草秀子、岩崎廣司、上野豪志、及木聡、佐藤恵美子、島根淑江、並木理、原田真弓、

森田譲二 

【団体会員】NPO 法人精神障害者の自立生活をすすめる会、NPO 法人共に生きる街づくりセンターかがし

座、春日部市障害者生活支援センターえん、くらしセンターべしみ 

【寄 付】植田恵子、大塚眞盛、大槻由佳、小野達雄、清水泉、竹迫和子、田島玄太郎、田中利昌、西

村正昭、野村康晴、長谷川顕、山崎泰子、山下浩志、吉田久美子、吉原広子

子                                       + 

一口メモ   「超短時間就労」 
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 「合理的配慮」という日本語訳の「配慮」は、「気遣いのこもった取り計らい」といった意味があり、受け入

れる企業等の「思いやり」のように錯覚されやすいのです。この記事の社長自身は「思いやり」があると自負

しているにもかかわらず、女性が採用時に発達障害を隠していたから適切な対応ができず、４年も過ぎてから

「思いやり」が足りなかったかのように「配慮」を求められるのは心外だと考えたのでしょう。 

 しかし、「合理的配慮」は上記の解釈とは異なり、あくまでも「障害者からの申し出」により始まることが、

法の条文にも明記されています。「後出し」という非難は見当はずれです。障害は重要な個人情報であり、一律

に開示する義務はありません。 

 また「合理的配慮」は事業主に対して「過重な負担を及ぼさない限り」と法に明記されていますが、その後

も事業主は「障害者の意向の尊重」や「建設的対話」に努めなくてはならないとされています。 
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●2 月 19 日 山脇雅史さん 

(さすらいのカリンバ奏者) 

 就職先取り消しをきっかけに

地域と関わりを深め、教会や運

動など多様な場に参加。2020 年

に出会ったカリンバを毎日演

奏・配信し、眠りを導く音として

反響を得ている。当日は演奏を

交えつつ、家族や生活のことを語り、参加者にも演奏

体験を勧めた。深刻さや曖昧さも含んだ語りが、ゆる

やかに場を包み込んだ。  

  

●3 月 12 日 樋上 秀さん 

（誰もがくらしやすいまちづくり実行委員会代表） 

 「トイレの話をしよう」と題

し、公衆トイレ宿泊体験やバリ

アフリールームの課題を紹介。

参加者に「トイレに住む」か「ト

イレのない家に住む」かを問う

投げかけも。越谷駅前に多目的トイレの設置を市長

に提言した経験も語った。食の話と同じように、もっ

とトイレの話ができる社会にしたいと訴え、「人は一

生のうち 3年をトイレで過ごす」と締めくくった。 

 

●3 月 19 日 前田 直哉さん 

（風の学校、べしみ、職場参加 統一団体所属） 

幼少期から高校時代まで

風のように自由で波乱に満

ちた人生を送り、「風の直哉」

と呼ばれることも。中学時代

にはいじめ、高校では登校拒

否や留年を経験しながらも、学びを続けてきた。青春

時代から恋や憧れをテーマに絵を描き続け、芸術や

文学、福祉を学びたいという思いもある。現在は元気

を取り戻し、これからも自分らしく学び、人生を歩ん

でいきたい。 

●4 月 16 日 大塚里奈さん 

(ケアシステムわら細工新人

職員) 

2017年に米ボストンCILで

の研修を通じ、「あなたの障害

とは助けを必要とする機能」だ

とずばり定義されたことに衝

撃を受け、自分の生き方を見直した。以後、自分のペ

ースで生きることに自信を持てるようになりました。

あの一日の経験がなかったら、ここにいなかったで

す。人生の最高のカルテが、もらえたんです。現在は

わら細工で働きながら、自らの経験を語り、周囲とつ

ながる姿勢を大切にしている。 

 

●4 月 30 日 日吉孝子さん 

（当法人理事・事務局員） 

若い時生きてるのが辛かった。

だけど、青い芝とか全障連やっ

てる中で、自ら声をあげていく

ことが大事だと感じた。それが

からだに叩き込まれてると思います。私個人の思い

だけど、障害者だけじゃなくて、普通の人もきつい。

この先どうなるか分からない。だけど、そこでしぶと

く生きていくしかない。しぶとく周りの人に声かけ

て行って、自分たちが街の中にはびこっていくこと

で、世の中少しずつ変わっていくんじゃないか。1 ミ

リでもわかりあえることを発見して行かないと、世

の中はつながっていかないと思うんです。 

 

●5 月 7 日 山田裕子さん 

(越谷市議・越谷市民ネット) 

3 度目のすいごごカフェ登

場。3 月議会では、市政運営・

職場参加・こども・農業・イン

クルーシブ教育の 5 項目を代

表質問。非正規職員の矛盾や障

害者の職場実習の在り方、こど

も基本条例の未整備、イネカメ

ムシ被害と農業支援、就学相談の周知不足などを指

摘。また、「整いすぎる」ことで失われた公園の風景

や、横になれない「いじわるベンチ」の設計への悔い、

クルド人へのヘイトスピーチ対策として議会での研

修提案を語った。共生の大切さを訴えた。

 

９ 

９ 
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て
い
ま
す
。 

  

柳
場 

山
崎
農
園
を
や
っ
て
い
ま
す
。
き
ゅ

う
り
と
な
す
、
イ
ン
ゲ
ン
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
を
植
え
ま
し
た
。
頑
張
り
ま
す
。 

 

 

 

黒
田
正
巳 

よ
い
し
ょ
に
来
た
と
き
は
、
生
き
る

希
望
も
な
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、
山

下
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
い
ろ
ん
な
活
動

を
す
る
に
つ
れ
て
、
前
向
き
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
今
考
え
る
と
、
よ
い
し

ょ
に
来
て
い
な
か
っ
た
ら
、
生
き
て
い

た
か
も
わ
か
ら
な
い
で
す
。
き
た
お
か

げ
で
色
ん
な
外
で
の
活
動
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
し
、
知
り
合
い
も
い
っ
ぱ

い
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

  

 

徳
永
忠
義 

水
曜
午
前
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
見

学
に
行
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
今
住
ん
で
い

る
と
こ
ろ
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。 

   
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

ＮＰＯ法人障害者の職場参加をすすめる会 

–––– 

 

 

 
                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

  
 
 
 
 
 
 

す
ど
う 

ま
さ
は
る 

 

い
つ
ま
で
も
こ
の
よ
う
に
な
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
そ
の
よ
う
な
時
間
に
よ
っ

て
、
い
つ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
の
じ
か
ん
に

よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
の
じ
か
ん

に
つ
い
て
、
い
つ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
そ
れ
か
ら
に
よ
り
、
い
つ
ま
で
も
、
し

ご
と
と
し
ご
と
に
よ
り
こ
れ
か
ら
に
よ
る

こ
と
も
あ
る
、 

い
つ
か
ら
の
し
ご
と
に
つ
い
て
い
つ
ま

で
も
、
し
ご
と
に
つ
い
て
こ
れ
に
よ
る
つ

い
に
よ
り
い
つ
か
ら
じ
か
ん
に
つ
い
て
い

つ
か
ら
も
し
つ
も
ん
に
よ
っ
て
、
答
え
を

つ
く
り
か
け
あ
わ
せ
る
よ
う
に
み
せ
る
よ

う
に
な
る
、
い
つ
も
し
ご
と
を
や
る
よ
う

に
み
せ
る
、
み
せ
る
よ
う
に
す
る
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井 

毎
日
楽
し
く
生
き
よ
う
と
考
え
て
い
て

も
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る

こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
て
、
自
分
を
見
つ

め
直
す
き
っ
か
け
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。 

 

   

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た 

 

 
 

 
 

 

高
野 

初
め
て
行
っ
た
の
が
一
年
と
六
か
月

前
に
な
り
ま
す
。
初
め
は
何
の
仕
事
を

す
る
の
も
、
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
少

し
慣
れ
て
か
ら
、
少
し
ず
つ
仕
事
を
覚

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
、
お
み

く
じ
の
仕
事
な
ど
い
ろ
い
ろ
仕
事
を
少

し
ず
つ
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

   

 久
保
田
栗
子 

今
日
の
語
る
会
は
お
く
こ
う
ざ
ぶ
ろ

う
さ
ん
と
会
え
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
な
の
に
、
残
念
な
が
ら
奥
高
三
郎
さ

ん
に
会
え
な
か
っ
た
ら
も
の
す
ご
ー
く

寂
し
い
で
す
。
今
日
ひ
さ
し
ぶ
り
に
語

る
会
よ
い
し
ょ
１
０
時
に
来
ま
し
た
。 

    
 
 
 

 
 
 

 
 
 

K 

そ
う
じ
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
慣
れ
ま
せ
ん
が
慣
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。 

 

二
〇
二
五
年
五
月
十
八
日
発
行
（
毎
月
十
二
回 

二
と
四
と
六
と
八
の
日
） 

通
巻
五
六
三
一
号 

頒
価
二
百
円 

一
九
九
四
年
八
月
二
十
四
日
第
三
種
郵
便
承
認 

発
行
人 

埼
玉
県
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会 

〒
３
３
３‐

０
８
５
１ 

川
口
市
芝
新
町
十
五―

九 

ア
ス
テ
ー
ル
藤
野
１
Ｆ 

山
崎
農
園
を
や
っ
て
い
ま
す 

 

語
る
会
に
参
加
し
て 

仕
事
に
つ
い
て 

メ
ル
ス
春
日
部
に
つ
い
て 

。  

と
も
の
ゆ
き
え 

よ
い
し
ょ
の
で
ん
わ
ば
ん
毎
週
金
曜

日
し
て
い
ま
す
。
。
さ
い
き
ん
は
よ
い
し

ょ
の
で
ん
わ
ば
ん
具
合
悪
く
て
寝
込
ん

で
や
す
ん
で
い
ま
し
た
。
わ
た
し
が
よ
い

し
ょ
に
き
た
こ
ろ
、
で
ん
わ
ば
ん
の
し
ご

と
が
あ
る
け
れ
ど
ど
う
で
す
か
、
と
。
話

が
合
っ
て
よ
い
し
ょ
の
電
話
番
に
来
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

   

森
住 

由
香
里 

４
月
２
日
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
８
３ 

歳
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
が
、 

そ
れ
は
そ
れ
は
と
て
も
つ
ら
か
っ
た 

で
も
嬉
し
い
こ
と
は
娘
に
会
え
て
た
く

さ
ん
話
が
で
き
て
私
よ
り
大
人
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
思
う
こ
と
は
た
く
さ
ん 

あ
り
ま
す
が
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
会
わ 

せ
て
く
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

  

 

中
田 

５
月
３
日
私
と
、
母
さ
ん
と
、
と
お 

さ
ん
と
一
緒
に
田
舎
に
行
っ
て
き
ま
す
。 

 
 

 

 

１０ 

 

よ
い
し
ょ
に
き
て
か
ら 

最
近
思
う
こ
と 
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職
場
参
加
つ
れ
づ
れ
草 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
見
学 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク 

最
近
嬉
し
か
っ
た
こ
と 

 

よ
い
し
ょ
の
で
ん
わ
ば
ん 


